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～本格的なメンテナンス時代を迎えて～

道路インフラが抱える問題と
改善に向けた取り組み

国土交通省 国土技術政策総合研究所

独立行政法人 土木研究所

社会資本メンテナンス講演会
２０１５ 本日の講演内容

１．橋などの道路インフラは、どのような状況にあり、
どんな問題を抱えているのか？

２．橋はどうして損傷するのか？何に注意して管理
すればよいか？

３．メンテナンス時代に求められる取り組み

１．橋などの道路インフラは、どのような状況にあり、
どんな問題を抱えているのか？

２．橋はどうして損傷するのか？何に注意して管理
すればよいか？

３．メンテナンス時代に求められる取り組み

橋の建設時期～高度成長期に大量に造られた

 高度経済成長期頃から多くの橋が造られてきた。

出典：国土交通省資料

今後、高齢化した橋が急増

 道路橋の高齢化は着実に進行。
⇒ 今後、建設後５０年以上となる橋の急増が見込まれる

高齢化で危惧される問題～「荒廃するアメリカ」

 アメリカでは、１９３０年代のニューディール政策により橋などが大量に建設。

 ５０年後の１９８０年代になると高齢化に伴い、崩壊、損傷、通行止めが相次
ぎ「荒廃するアメリカ」と呼ばれた。
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出典：(社)国際建設技術協会 出典：国土交通省道路局資料

1983年 マイアナス橋の崩壊

３０～５０年後に荒廃
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吊材の疲労破壊

落橋を契機に、充実されてきた維持管理制度（米国）

［シルバー橋］
完成年 ： １９２８年
形 式 ： アイバーチェーン吊橋

 １９６７年 シルバー橋崩落
 １９７１年 全国橋梁点検規準（ＮＢＩＳ）制定

「２年に１回の法定点検」を開始

１９６７年１２月１５日 落橋により４６名が死亡

7

高齢化で危惧される問題～荒廃からの回復の難しさ

約４０年

・・・ ４０年以上前に点検を義務化

その後も続く事故

出典：NTSBのHP

国家運輸安全委員会 事故報告書より

 2007年8月 大規模トラス橋（I-35）が全橋崩壊（死者１３名）

高齢化で危惧される問題～荒廃からの回復の難しさ

【道路種別別橋梁数】

※四捨五入により端数調整している

約70万橋
（2m以上）

高速自動車国道
約1.4万橋（約2%）

直轄国道
約3万橋（約4%）

補助国道
約3万橋（約4%）

市町村道
約52万橋
（約75%）

※道路局調べ（H25.4）

都道府県道
約10万橋

（約15%）
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高齢化の問題～対象橋梁は膨大な数に上る

 国内には、約７０万橋が存在。 うち７５％が市町村道

高齢化の問題～古くなるほど橋の状態は悪化

 道路橋は高齢化につれて、損傷が発生する割合は増加。

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0～
10

1
1～

20

2
1～

30

3
1～

40

4
1～

50

5
1～

60

6
1～

70

71
～

橋
梁
数

比
率

架設後の経過年

C:速やかに補修等を
行う必要がある。

概ね健全

判定の内容

E1
橋梁構造の安全性の観
点から、緊急対応の必
要がある。

E2
その他、緊急対応の必
要がある。

C
速やかに補修等を行う
必要がある。

S
詳細調査の必要があ
る。

M
維持工事で対応する必
要がある。

B
状況に応じて補修を行う
必要がある。

A 補修を行う必要がない。

対策判定区分

 市町村管理の橋でも高齢化に伴う深刻な変状は既に顕在化

重大な損傷の事例地方公共団体管理橋梁の
通行規制等の推移（2m以上）

出典：国土交通省資料より作成

高齢化の問題～古くなるほど橋の状態は悪化

 直ちに通行止めとなるような 重大な損傷 の発見も相次いでいる。

PCケーブルの破断トラス斜材の破断

高齢化の問題～既に重大な損傷も発生
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2-107,108

（参考）腐食の進展で自然に落橋した例

激しい腐食の進展で通行止めしていた橋が、監視中に自然崩壊した

高齢化の問題～対象は橋にとどまらない

 橋梁以外の様々な構造物でも、同様に高齢化による劣化は進行

各種のシェッド類

↑ 舗装の下で床が激しく腐食

← 舗装下のモルタルは土砂化

高齢化の問題～対象は橋にとどまらない

 橋梁以外の様々な構造物でも、同様に高齢化による劣化は進行

腐食して床の抜けた歩道橋

考慮すべき我が国固有の条件 ～厳しい環境～

 耐久性に深刻な影響を及ぼす、厳しい条件

例 インフラの集中する臨海部での飛来塩分（台風、季節風）
積雪寒冷地での凍結防止剤の散布
大都市部での、膨大な数の重車両の通行

波しぶき波しぶき 凍結防止剤の散布凍結防止剤の散布

考慮すべき我が国固有の条件 ～厳しい環境～

 大規模地震の頻発

→ 所定の性能を発揮するためには健全性の維持が重要 ■限られる土木技術者の数

道路局調べ（Ｈ２４．７）

■遠望によるだけの点検も蔓延

道路局調べ（Ｈ２５．１０）
http://www.mlit.go.jp/common/001035982.pdf

管理体制の問題 ～技術者の不足と点検不足～

 自治体調査からは、管理体制の問題も

橋梁保全に土木技術者が配置出来
ない自治体も多数存在
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１．橋などの道路インフラは、どのような状況にあり、
どんな問題を抱えているのか？

２．橋はどうして損傷するのか？何に注意して管理
すればよいか？
（問題解決にあたって考慮すべき前提条件）

３．メンテナンス時代に求められる取り組み

20

劣化の実態 ～ 原因は多岐にわたる ～

 経年により発生～深刻化する様々な劣化事象

■鋼部材の代表的劣化形態 （腐食）

21

劣化の実態 ～ 原因は多岐にわたる ～

 経年により発生～深刻化する様々な劣化事象

■鋼部材の代表的劣化形態 （きれつ）

22

劣化の実態 ～ 原因は多岐にわたる ～

 経年により発生～深刻化する様々な劣化事象

■コンクリート部材の代表的劣化形態 （ひびわれ）

水中部での鋼材の腐食劣化の実態 ～ 目視困難な場所でも発生 ～

 目視困難な地中部や水中部でも深刻な損傷に至ることがある

水面下で腐食による断面欠損が
生じた基礎

水中部で進行する洗掘

劣化の実態 ～ 内部から進行する場合も ～

 内部鋼材の腐食や、補修被膜の下での再劣化などは外部に現れにくい
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劣化の実態 ～ 専門知識が必要な症例も ～

 アルカリ骨材反応などの、特殊な現象では専門家の判断が必要なことも

■アルカリ骨材反応を発
症したコンクリート部材

26

劣化の実態 ～ 専門知識が必要な症例も ～

 写真だけでは、重大な第三者被害リスクがわからないものも

■抜け落ちに至ったコンクリート床版

雪崩 波浪

地震

地震

不可欠な劣化以外の事象への対処

 維持管理では、劣化以外の事象に対しても、的確な診断、措置が求められる

28

鋼材（鉄筋，PC鋼材）の健全性・受熱コ

ンクリートの性能など知見が少なく、信
頼性の高い評価方法もない。

不可欠な劣化以外の事象への対処

 維持管理では、劣化以外の事象に対しても、的確な診断、措置が求められる

■火災による影響

～適切な管理のための留意点～

橋に生じる現象は極めて多岐にわたる。

外観目視困難な場所でも深刻な異常は生じうる。

適切な診断には専門的知識が不可欠なものも多い。

想定外も避けられない。

これら「道路インフラが抱える問題」を踏まえて
メンテナンス時代に求められる、問題解決の方向性は？

１．橋などの道路インフラは、どのような状況にあり、
どんな問題を抱えているのか？

２．橋はどうして損傷するのか？何に注意して管理
すればよいか？

３．メンテナンス時代に求められる取り組み
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２０１２年１２月 トンネル内の道路附属物等の緊急点検実施
ジェットファン、照明等

２０１３年 ２月～ 道路ストックの集中点検実施
第三者被害防止の観点から安全性を確認

２０１３年 ５月 道路法の改正
点検基準の法定化、国による修繕等代行制度創設

２０１４年 ４月 『道路の老朽化対策の本格実施に関する提言』
２０１４年 ６月 定期点検要領 通知

橋梁・トンネル等の円滑な点検のための具体的な点検方法等
を提示

２０１４年 ７月 定期点検に関する省令・告示 施行
5年に1回、近接目視による点検の義務化

２０１４年 ７月～ 全都道府県に道路メンテナンス会議を設置
一括発注、今後５年間の点検計画の策定 等

２０１４年 ９月～ 市町村への技術的支援（直轄診断、自治体研修） 31

問題解決の方向性 ～維持管理制度の再構築～

 笹子トンネルの事故も踏まえて、制度の見直しが急ピッチで進められた

メンテナンスサイクルを確定
（道路管理者の義務の明確化）

メンテナンスサイクルを回す
仕組みを構築（支援）

［点検］
↓

［診断］
↓

［措置］
↓

［記録］

［予算］

［体制］

［技術］

［国民の理解・協働］

 目指すべき方向性

道路の老朽化対策の本格実施に向けて二本柱で本格的なメン
テナンスサイクルを始動すべき

32

問題解決の方向性 ～維持管理制度の再構築～

 道路の老朽化対策の本格実施に関する提言（平成26年4月）

○道路の予防保全の観点も踏まえた点検を含む維持・修繕の実施

○国土交通大臣による維持修繕、点検結果の調査

○一定の構造物を対象とした国土交通大臣による修繕・改築の代行

33

問題解決の方向性 ～維持管理制度の再構築～

 道路法の一部改正（H25年５月）

国による、ハード・ソフトの対策強化策
（道路の維持又は修繕に関する技術基準等）

● 点検は、トンネル等の点検を適正に行うために

必要な知識及び技能を有する者が行うこととし、

近接目視により、

五年に一回の頻度で行うこと

を基本とすること。

● 前号の点検を行つたときは、当該トンネル等について

健全性の診断を行い、

その結果を国土交通大臣が定めるところにより分類すること。

問題解決の方向性 ～維持管理制度の再構築～

 道路法施行規則（平成２６年３月３１日公布、７月１日施行）

法定点検制度の創設

法定の定期点検の必須条件

35

・「必要な知識と技能を有する者による」

・「５年に１度の頻度での実施」

・「近接目視（またはこれと同等の方法）による」

・「健全性の診断を行うこと」

36

区分

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態

Ⅱ
予防保全
段階

構造物の機能に支障が生じていないが、予防
保全の観点から措置を講ずることが望ましい状態

Ⅲ
早期措置
段階

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早
期に措置を講ずべき状態

Ⅳ
緊急措置
段階

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる
可能性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態

トンネル等の健全性の診断結果については，次の表に掲げるトンネル等の状態に応じ，次
の表に掲げる区分に分類にすること。

トンネル等の健全性の診断結果の分類に関する告示
（H26.7.1施行）
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 省令や告示の内容に加えて、最小限の方法や記録項目の考え方、主な変状
の着目箇所、判定事例写真等を加えた「定期点検要領」を通知

出典：国土交通省資料

問題解決の方向性 ～知見の共有・技術力確保～

38

問題解決の方向性 ～知見の共有・技術力確保～

 診察（健全性の判断）には、知識と技能を有する技術者の近接目視が不可欠

？

？

？ ？

例えば、
多岐にわたる劣化形態の将来を
正しく推測して、判断することが求められる。

39専門的による特殊な調査や高度な診断が必要な場合もある

問題解決の方向性 ～知見の共有・技術力確保～

 専門家の支援が必要かどうかの判断が正しくできることも極めて重要 課題の状況を継続的に把握・共有し、効果的な老朽化対策の推進を図ることを
目的に、全都道府県で「道路メンテナンス会議」を設置

問題解決の方向性 ～知見の共有・技術力確保～

箱桁ウェブ面のひびわれ

架設後２年

箱桁内添接部の防食機能の
劣化

問題解決の方向性 ～「定期」点検の確実な実施～

 大規模構造物である道路橋では、初期不良や早期損傷も多い

架設後１年

42

問題解決の方向性 ～近接目視の実施～

 診察（健全性の判断）には、技術者による近接目視が不可欠

■重大な損傷でも、近接しないと見えないものも多い

深刻なきれつやひびわれでも
その幅は、１mm以下であることが多い
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43
遅れ破壊によるボルトの破断 地震によるボルトの破断

問題解決の方向性 ～近接目視の実施～

 診察（健全性の判断）には、技術者による近接目視が不可欠

■必要に応じて「打音」「触診」を併用することが求められている

44

外観目視だけでは検出困
難な「うき」の発見と処置

劣化部のたたき落としなどの緊急対応も不可欠
第三者被害（コンクリート片落下）に直結

たたき等により，劣化部の
措置が必要なうき・剥離

問題解決の方向性 ～近接目視の実施～

 診察（健全性の判断）には、技術者による近接目視が不可欠

■必要に応じて「打音」「触診」を併用することが求められている

何のために？

いつから？

問題解決の方向性 ～記録の保存～

 記録がないと正しい診断や措置が困難となることも多い

鉄筋はどこに？

どういう設計？

問題解決の方向性 ～点検支援技術の開発～

 外観目視の限界を補う技術開発は、診断の高度化・信頼性向上に期待

赤外線

X線

 

今も、すべての損傷をスケッチしているわけでない

← 描画に労力を要する損傷図

問題解決の方向性 ～記録支援技術の開発～

 損傷図や画像などの情報記録には、効率化、省力化などの期待も大きい

↓ 図や数値では正確に残せない多様な性状

ただし、「再現性 （＝照合性）」、「信頼性 （＝同じ精度）」の担保手法は未確立

問題解決の方向性 ～長寿命化技術の開発～

 管理コスト縮減には、新設の耐久性向上、既設の長寿命化に大きな期待

■ 改善余地のある構造も多い
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線路上

添架物

検査路があっても近接困難
高所作業車で近接できない

近接困難 桁高が高い

問題解決の方向性 ～維持管理性の向上技術～

 管理コストとリスクの低減縮減には、維持管理性向上も不可欠
→ 確実かつ容易に必要な点検が可能な橋梁構造の実現

• 知見の共有、技術力の確保

• 「定期」点検の確実な実施

• （技術者の肉眼による）近接目視の実施

• 記録の保存

• 技術開発①：点検支援、記録支援

• 技術開発②：長寿命化

• 技術開発③：維持管理性の向上

メンテナンス時代に必要な取り組みと方向性

＜維持管理体制の再構築と技術開発＞


